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VMware が実現する 
エンタープライズ ハイブリッド  
クラウド
企業のニーズに応じたクラウド環境への移行に

おいては、グローバル テクノロジー リーダーと、

リーダーが認定するソリューションおよびサー

ビス プロバイダで構成されるエコシステムが

必要です。移行の全ステップで彼らと連携する

ことによって、自社に合ったペースでプロジェ 

クトを推進できます。 

ビジネスを最大限効率化するために必要な 

アプリケーションとサービスの開発 /管理がで

きるエンタープライズ ハイブリッド クラウド 

基盤を提供しているのはVMware 以外にあり

ません。エンタープライズ ハイブリッド クラ 

ウドは、高パフォーマンス、包括的セキュリティ、

高可用性を通して、高いサービス品質、相互運

用性、ビジネス運用に合わせた拡張性を提供 

します。また、プライベート クラウドから

VMware vCloud® 基盤のパブリック クラウド

に移行、あるいはその逆など、コードを書き換え

ることなくアプリケーションをクラウド間で移行

できる柔軟性と可搬性を提供するのもVMware 

だけです。 

自社に適しているという判断からどのクラウド

を選択した場合でも、オープン スタンダードを

基盤とする VMware のソリューションを活用

して、最適なクラウド環境を構築/管理できます。

さらに、VMwareがサポートするパブリック 

vCloudプロバイダの広範なコミュニティが、 

クラウド内部のシームレスで安全な連携を保証

します。現在、ガートナー社のマジック クアドラ

ント（Magic Quadrant for Cloud Infrastructure 

as a Service and Web Hosting）3 最新版の中

でリーダーとして評価されたクラウド サービス 

プロバイダ 5 社すべてが、自社サービスの一部

または全体にVMwareの技術を採用してい 

ます。

図 4： VMware は、クラウド インフラストラクチャと運用管理ソリューション、クラウド アプリケーション プラットフォー
ム、およびエンド ユーザー コンピューティング ソリューションを提供しています。

“Your Cloud.” を実現する VMware のソリューション 

オーストラリア統計局

「これまでのようにサーバについ
て考えるのではなく、作業で使用
するリソースの割り当てについて
考えるようになりました。以前と 
変わらないコストで、制限のない
リソースへのアクセスが可能にな
ります。クライアントは IT を意識
することさえありません。処理は
自動的に行われるからです」 

オーストラリア統計局 
インフラストラクチャ担当部長 
Tony Marion 氏
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VMware は、クラウド インフラストラクチャと

管理ソリューション、クラウド アプリケーション 

プラットフォーム、およびエンド ユーザー コン

ピューティング ソリューションから構成される、

企業 IT スタック全体の総合的な戦略策定を支

援する包括的なソリューション セットを通じて、

エンタープライズ ハイブリッド クラウド モデル

の構築を実現します。 

クラウド インフラストラクチャと 
管理ソリューション 

エンタープライズ ハイブリッド クラウドを導入

するには、以下のように、パブリック クラウドと

プライベート クラウドのフレームワーク / イン

フラストラクチャを標準化することが必要です。 

• 共通のプラットフォーム 

• 共通の管理  

• 共通のセキュリティ 

高い実績を誇る VMware のクラウド インフラ

ストラクチャと管理ソリューションは、IaaS 

（サービスとしてのインフラストラクチャ） 実現

に必要な標準化を実現し、IT の俊敏性を高め、

クラウドの基盤としてインテリジェントな仮想 

インフラストラクチャを提供します。この高い適

応性を備えるインテリジェントな仮想インフラ

ストラクチャによって、刻々と変化するビジネス 

ニーズを察知して対応できるようになり、「アラー

ト（警告）が出てから対応」という従来の IT管理

から、「アラートが出る前に対応」 という大きな

転換が実現されます。この組み込み型のイン 

テリジェンス機能に、分析型アプローチによる 

リソース監視 /管理を組み合わせることで、IT 

部門は動的で仮想化されたクラウド環境の中で、

手作業の大部分を自動化できます。 

VMwareのクラウド インフラストラクチャと管理

ソリューションは、共通化されたフレームワーク

とインフラストラクチャにより、アプリケーション

とデータの可搬性、アクセス性、セキュリティを

実現します。 

さらにこれらを 3,500 社を超えるサービス プ

ロバイダの巨大なエコシステムにまで拡張する

ことによって、クラウド間の管理性と相互運用性

を確保しています。VMwareのソリューションは、

米国規格協会（ANSI）の標準として採用されて

いる OVF（Open Virtualization Format） など

のオープン スタンダードに基づいています。 

VMwareは、企業に IaaSを円滑に提供する 

ため、クラウド環境への移行をサポートするさ

まざまな製品を提供しています。企業の IT環境

をインテリジェントな仮想インフラストラクチャ

に変革するVMware vSphere® は、クラウド 

コンピューティングの基盤として最も広く導入さ

れています。vSphere を VMware vCenter ™ 

製品ファミリと組み合わせることで、完全な自動

化とコンプライアンス準拠を備えたインフラス

トラクチャのもと、組み込み型の自動化機能と

ポリシー制御による管理機能を活用して、クラ 

ウド リソースとサービス利用を管理できるよう

になります。  

VMware vShield ™ では、統合セキュリティ 

フレームワークを活用した適応性の高いセキュ

リティで動的なクラウド環境を保護し、リスクと

コストを最小化できます。同時に、クラウド間の

アプリケーションの可搬性はvCloudサービス 

プロバイダ パートナーによって維持されます。

vCloudソリューションは、Webベースのカタ

ログを通して、標準化された ITサービスを共有

インフラストラクチャ （マルチテナントの仮想

データセンター）上で提供するものです。標準

化されたこれらのサービスによって、IT 部門は 

IT as a Service （サービスとしての IT） に求め

られるものを確実に実現するとともに、IT 管理

を簡素化して管理保守業務の負担を削減でき

ます。vCloudサービス プロバイダはVMware 

のソリューションを基盤に自社サービスを開発

することでクラウド間の可搬性を実現してい 

ます。そのため企業は、テクノロジーのニーズに

縛られることなく、ビジネス ニーズに基づいて

意思決定を行うことが可能です。

Colt 社
「VMware vCloud Datacenter 
Servicesを選択した理由は、激し
く変化するビジネス環境において
当社の大手顧客が求める柔軟性
と迅速な市場投入を実現できる
点にあります。 当社のVMware 
vCloud Datacenter Service
では、End-to-EndのSLA（サー
ビス レベル アグリーメント）を基
礎とする、エンタープライズ クラス
のクラウド コンピューティング 
サービスを提供しています」 

Colt社 
上級副社長 
Simon Walsh 氏 
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企業は、VMware ソリューションを基盤とする

インテリジェントな仮想インフラストラクチャを

活用して以下を実行できます。 

• ダウンタイムの短縮と総所有コスト （TCO） 
の削減により、基幹アプリケーションを安定
的に運用 

• 組み込み型のインテリジェンス機能と自動
化によって質の高いサービスを提供し、運用
コストを削減 

• 柔軟なアーキテクチャを展開してエンタープ
ライズ ハイブリッド クラウドを構築し、一切
妥協することなく俊敏性を強化 

クラウド アプリケーション プラットフォーム  
ソリューション 

最新のアプリケーションにおいては、Web 指

向、動的処理、大量のデータの使用、仮想インフ

ラストラクチャ上の実行という傾向がますます

強くなっています。こうしたアプリケーションの

ニーズに最適化された VMware vFabric ™ 

Cloud Application Platform は、アプリケー

ションの展開先がオンサイト （社内） かオフサ

イト （社外） かを問わず、最新型のアプリケー

ションを開発、実行、拡張する最適な手段です。 

vFabric プラットフォームは、基盤インフラスト

ラクチャをインテリジェントに有効活用すること

によって、アプリケーション パフォーマンス、サー

ビス品質、リソース使用率を最高レベルに高め

ます。企業は、既存のインフラストラクチャとス

キルを拡大して、ソーシャル ネットワーク、モバ

イル アクセス、コラボレーションといった新た

なコンシューマー アプリケーションの枠組みに

適応できるようになります。たとえば vFabric 

プラットフォームのコア コンポーネントに全世

界で 300 万人以上の開発者に利用されてい

る Spring がありますが、高い実績を持つ 

vFabric のフレームワークとツールを活用する

ことで、アプリケーションの開発と展開をスピー

ドアップし、IT の変革を実現することができま

す。現在使われるアプリケーションを刷新するこ

とはもちろん、将来必要となるアプリケーション

を構築することも可能です。 

図 5： VMware のソリューションは、クラウド インフラストラクチャの相互運用性と可搬性を担保するためオープン 
スタンダードに基づいて構築されています。

VMware が実現するエンタープライズ ハイブリッド クラウド 

1. クラウド間移行の際にアプリ
ケーションの書き換えが不要

2. 監査 /コンプライアンスにお
けるセキュリティの透明性 

3. ロール ベースのアクセス コン
トロール

4. レイヤー2の仮想ネットワーク
における高度なアプリケーション
セキュリティ

5. 従量課金型で保証された専用
インフラストラクチャの選択によ
り迅速な拡張が可能

6. パブリック / プライベート クラ
ウド共通のインフラストラクチャ
による相互運用性と可搬性

7. 予測に応じた可用性と拡張に
よる、高パフォーマンスの保証

8. コスト効率およびパフォー 
マンスに優れた、マルチテナンシー
/専用インフラストラクチャの複
合利用が可能

9. プロバイダーで構成される広
範なエコシステムにより、グロー
バルな一貫性とローカル対応を
両立

10. VMware 認定により確保さ
れている品質と一貫性

vCloud Datacenter Services 
を選択した理由トップ 10

プライベート クラウド

vCloud Datacenter
大企業向けセキュリティ
およびパフォーマンス

vCloud Powered
あらゆるビジネス ニーズに対応できる 

VMware と互換性のある多様なクラウド

vCloud Express
クレジット カードによる
迅速な支払いが可能な、
開発者向けサービス

パブリック クラウドプライベート クラウド

サービスの消費
vCloud Request Manager

vCenter Chargeback

サービスの提供
vCloud Director

セキュリティとコンプライアンス
vShield セキュリティ ファミリ

vCenter Configuration Manager

リソース管理 
vSphere

vCenter 管理ファミリ

クラウド間の管理
vCloud Connector

クラウド間の標準
vCloud API

OVF

可搬性

共同ブランドによる vCloud サービス
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VMwareが提供する包括的なアプリケーション

管理ソリューションによって、IT 部門は迅速で

正確、かつ信頼性の高い仮想化とアプリケー 

ションをクラウド環境に移行することができます。

これらのソリューションは、アプリケーションの

依存関係をデータセンター全体で動的にマッ

ピングし、アプリケーションのトランザクション

とパフォーマンスを監視 / 維持し、アプリケー

ションのカプセル化によって可搬性と可動性を

実現します。

より豊富な選択肢を開発企業に提供するため、

VMwareは Cloud FoundryというPaaS

（サービスとしてのプラットフォーム）を、業界初

となるオープン スタンダードで提供しています。

Cloud Foundryは、クラウド環境に特化した

アーキテクチャを備え、サービスとして提供され

る新世代のアプリケーション プラットフォーム

です。Cloud Foundryは、社内に導入される

vFabricを補完するプラットフォームとして、 

アプリケーションを展開、実行、拡張する開発者

の技術を飛躍的に強化します。また、パブリック 

クラウド/プライベート クラウド、業界標準、高

生産性を可能にする各種開発言語、各種アプリ

ケーション インフラストラクチャ サービスに 

幅広く対応します。 

企業は、VMware のクラウド アプリケーション 

プラットフォームを活用して以下を実行できます。 

• 最新型のWeb指向アプリケーションを、従
来型のアプローチで要していた期間の半分
以下で開発 

• 仮想インフラストラクチャでの実行に最適化
されたクラウド対応アプリケーションの提供 

• パブリック クラウド/プライベート クラウド
間のアプリケーション可搬性を強化 

• リレーショナル データベースのボトルネック
解消とリアルタイム データ対応の実現 

• アプリケーションの信頼性、可用性、拡張性
を強化

図 6： Cloud Foundry は、業界初のオープン スタンダードの PaaS です。

VMware が提供する柔軟な選択肢
ア
プ
リケ
ー
ション

 サ
ー
ビ
ス

 イン
タ
ー
フェイス クラ

ウド
 プ
ロ
バ
イダ

 イ
ン
タ
ー
フェ
イスデータ サービス

メッセージング
サービス

その他のサービス

プライベート
クラウド

パブリック
クラウド

マイクロ
クラウド
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エンド ユーザー コンピューティング  
ソリューション 

ビジネスはあらゆる場所で行われています。その

ため今日のエンド ユーザーは、さまざまなデバ

イスを使って場所を問わずにデータとアプリケー

ションにアクセスできることを求め、また必要と

しています。VMware は、セキュリティを維持

しながら、タイムリーに既存のリソースを活用し

て、このようなニーズを満たすことができます。 

VMwareのエンド ユーザー コンピューティング 

ソリューションは、デスクトップをサービスとして

提供します。VMware Viewによって、IT部門

の責任者は、カスタマイズされた仮想デスクトッ

プ、アプリケーション、データを、デバイス、プラッ

トフォーム、場所に関係なく迅速かつ安全にユー

ザー向けにプロビジョニング / 展開できるよう

になります。VMware の管理ソリューションを

追加することで、さらにワークステーションのイ

メージを管理して仮想アプリケーションを提供

することも可能です。エンド ユーザーも、

VMware ソリューションを通して、企業、SaaS 

（サービスとしてのソフトウェア）、Web アプリ

ケーションに簡単かつ安全にアクセスすること

ができます。 

VMware Zimbra® を始めとする VMware の

仮想アプリケーション スイートに搭載のメッ

セージング、E メール、カレンダー、コラボレー

ションの各機能は、複数のクラウドで横断的に

展開、管理できます。このようにVMware ソリュー

ションによって、エンド ユーザーに自由な選択

肢を提供しながら、IT 部門の管理性と視認性を

維持し、コンプライアンスを遵守できます。 

企業は、VMware のエンド ユーザー コンピュー

ティング ソリューションを安全に展開し、以下を

実現できます。 

• アプリケーションとデータに対する安全で柔
軟なアクセスを、場所と時間を問わず企業
ユーザーに提供 

• デスクトップ管理のコストと複雑性を低減 

• 従来の E メール システムからの脱却と、
次世代の E メール /コラボレーション ソフ
トウェアへの移行を促進 

包括的なセキュリティ 

クラウドへの移行に最も大きな障壁と考えら

れているのが、セキュリティの問題です。IDG 

社の調査によると、現在の環境と同じあるいは

それ以上のセキュリティを備えることができれば

クラウド コンピューティングに移行すると回答

した企業は、全体の 85 % に達しています 4。

VMwareは、仮想化とフレームワークの統合を

通して、エンタープライズ ハイブリッド クラウド

の包括的なセキュリティを提供しています。 

仮想インフラストラクチャは、従来の物理インフ

ラストラクチャよりも高い安全性と安定性を本

質的に備えています。その理由として、ビジネス

の攻撃プロファイルが狭いことや、セキュリティ

侵害や被害を受けたインフラストラクチャの隔

離が容易なことが挙げられます。VMware は、

仮想データセンターおよびクラウド環境におい

て、ホスト、ネットワーク、アプリケーション、デー

タ、端末を対象とするあらゆるレベルのセキュ

リティを確立する、一元化された総合的なフレー

ムワークを提供します。VMware ソリューション

では、仮想データセンター セキュリティの統合、

仮想データセンター端末の保護、ネットワーク

経由の脅威に対するアプリケーションの保護、

端末のウイルス・マルウェア処理の移譲が可能

です。また、EMC 社のセキュリティ部門である 

RSAとVMwareが連携して提供する、クラウド

の信頼性を保つ最高レベルの標準を採用する

ことで、管理性と視認性をさらに強化することが

できます。

Graydon, Head and 
Ritchey 社 

「VMware View は、管理時間を
削減するだけでなく、ユーザー 
環境の管理を大幅に向上します。
WordPerfect などのレガシー 
アプリケーションや、特殊なアプリ
ケーションに必要なWindows 
の旧バージョンのサポートも可能
です。さらに、環境全体のセキュリ
ティを強化できます」 

Graydon, Head and Ritchey 社 
IT マネージャ 
Robert Gunyon 氏
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“Your Cloud.” の 
実現に向けて 
VMwareは、ITの変革に取り組むあらゆる 

企業に、それぞれ独自の課題と目的があること

を理解しています。仮想化から始まり、IT as a 

Service（サービスとしての IT）の確立によって

結実するVMwareのクラウド移行プロセスは、

ビジネスのあらゆる段階に俊敏性をもたらし

ます。この移行プロセスに取り組むことで、プラ

イベート、パブリック、ハイブリッドを問わず、

企業が独自に掲げるビジネス目標を正確に

サポートする独自のクラウド モデルが確立され

ます。 

VMware のアプローチの価値は、クラウド環境

下において柔軟性と相互運用性を提供できる

点にあります。ITの生産性から、ビジネスの生産

性を経て IT as a Service に至るクラウド移行

プロセスを進めていく中で、データセンター ク

ラウドにも、vCloudを基盤とする複数のパブ

リック クラウドにも、ワークロードを自由に選択

して移行できるようになります。  

クラウド モデルへの移行プロセスを開始する

場合、多くの企業はまず、本番前に使用するアプ

リケーション（開発アプリケーションやテスト用

アプリケーションなど） および重要性が比較的

低いワークロード（Eメールやコラボレーション

など）から着手します。これらのアプリケーション

運用が成功すれば、IT部門は確信を持って基幹

アプリケーションの仮想化とクラウド移行に進

むことができます。そして、セルフサービス、

チャージバック、サービス定義といった主要な 

IT as a Service 機能を追加することで、より

戦略的なクラウド活用が実現します。企業のビ

ジネス ニーズを最も満たす環境にワークロード

を展開できるようになれば、セキュリティ、信頼

性、管理性を維持しながら、IT の俊敏性を強化

する環境を確立できます。

VMware による “Your Cloud.” の実現 

段階 IT の生産性 ビジネスの生産性 IT as a service

ビジネス メリット インフラストラクチャの
最大活用を実現

サーバ統合

これまでにない信頼性の確立

ビジネス アプリケーションの
仮想化

俊敏性の獲得

セルフサービスの
エンタープライズ ハイブリッド 
クラウド

IT 機能

図 7： クラウド コンピューティングへの移行に取り組む企業は、VMware のクラウド移行プロセスが提供する、実績
に基づいた 3 段階の導入ロードマップを通して IT as a Service を実現できます。

Qualcomm 社 

「増え続けるビジネス部門の要求
に対応するには、IT の変革が必要
であることはわかっていました。
そこで、VMware の協力を得なが
ら、IT の俊敏性を向上させ、高い
信頼性をもたらす価値ある旅路
へと踏み出しました。複数のプロ
セスを再調整してセルフサービス
化を実現した結果、新規サービス
の提供までの時間を数週間から
数日間に短縮し、99.9 % の連続
稼動時間を実現しながら、設備投
資コストを 70 % 削減することに
成功しました」 

Qualcomm 社 
IT 担当部長 
Brian Baker 氏 
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VMware で構築する  
“Your Cloud.” 
十分な経験を備えた VMware のチームは、

パートナーの幅広いエコシステムの連携を通 

じて、IT環境、プロセス、業務運用の変革にお

ける最大限の効率化を支援します。VMware、

そして業界をリードするシステム インテグレー

ターとパブリック クラウド サービス プロバイダ

各社は、企業に最適なクラウド環境の構築に向

けた取り組みに必要な資産を知的財産として

確立し、活用しています。 

VMwareのグローバル サービスおよびサポー

トは、コンサルティング、アカウント管理、トレー

ニング、技術認定、テクニカル サポートを提供し、

企業の仮想化およびクラウド インフラストラク

チャの ROI 促進とリスク低減を支援しています。

VMware プロフェッショナル サービスは、業界

最先端の知識と経験を提供し、企業のクラウド

戦略の策定、設計、検証を支援します。さらに、

クラウド機能の統合や適切な技術情報の提供

を行うことで、企業の ITインフラストラクチャ

構築を支援します。VMware は、規模の大小、

地域の広がりを問わずあらゆる企業のニーズ

に対応する、以下のサービスを提供します。 

• VMware コンサルティング サービス 
 クラウドの本番環境実現に欠かせない仮想
化とクラウド コンピューティングの深い知識
を、繰り返し使える実績ある方法論として提
供することで、クラウド コンピューティングの
ビジネスバリューを短期間で実現 

• VMware 教育サービス 
 業界最先端の技術トレーニング / 認定プロ
グラムを通じて、IT 部門のクラウド コンピュー
ティング関連知識およびスキルを確立 

• VMware サポート サービス 
 知識豊富なサポート担当者とセルフサービス 
リソースにより、VMware の仮想化およびク
ラウド インフラストラクチャ ソリューション
を運用する企業とパートナーを支援

VMware vCloud Jumpstart では、VMware のエキスパートがサポートする 「実践的」 演習として、
vCloud を非本番環境にインストールし、vCloud を体験できます。 

VMware vCloud Accelerator では、30 日間 vCloud 環境を通常と同様に使用できます。顧客ア
プリケーションを選択して実行したり、より大規模なクラウド環境に向けた基盤を構築することが可能
です。 

VMware vCloud Plan and Designは、企業のビジネス要件と業務運用のニーズを反映した、
vCloud ソリューションの包括的なアーキテクチャ設計を提示し、現実的なクラウド移行パスの計画
策定を支援します。  

クラウド移行の第一歩に役立つ VMware のサービス
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VMware との連携による  
IT の俊敏性向上
VMware は、IT の複雑性を大幅に解消できる

よう取り組んでいます。業界をリードする VMware 

のソリューションは、これまでに全世界 25 万社

以上の企業の IT 変革に貢献してきました。

VMware が提供するクラウド間の相互運用性

によって、企業はエンタープライズ ハイブリッド 

クラウド アプローチのメリットを余すところなく

活用できます。VMware は、最も広く活用され

ている仮想化プラットフォームを基盤とする

クラウド コンピューティングへの移行パスを 

提供し、企業が最も必要とするクラウド環境の

構築をサポートします。 

“Your Cloud.” への対応状況を確認 

クラウド移行によって大きな成果を獲得する 

には、組織としてのサポート体制を整備する 

ことが必要になります。十分対応できている 

点と課題を残している点を以下の領域について

評価し、自社の現在の準備状況を検証してくだ

さい。 

• 戦略 
 ビジネス ニーズおよび目標と IT 機能のバ
ランスが取れたクラウド戦略が計画されて
いるか。

• プロセス 
 クラウド コンピューティングをサポートでき
るよう各プロセスが効率化 / 簡素化されて
いるか。

• アーキテクチャ 
 クラウドのインフラストラクチャを構築する
際に注意すべき点は何か。 

• テクノロジー 
 仮想化からクラウドまで、テクノロジー イン
フラストラクチャをどのように設計 / 導入す
るか。

• 人材とガバナンス 
 現在のスタッフに、自社のクラウド移行を
十分サポートできるスキルと知識が備わっ
ているか。主な関係者および技術担当者が、
説明責任を果たし規定事項を履行するには
何が必要か。 

貴社のクラウド導入診断： 
アセスメントレポート 

VMwareでは、貴社のクラウド導入対応度など

をセルフサービスで診断でき、次に必要なステッ

プを提案するアセスメントレポートをご用意し

ています。このレポートでは、クラウド実現に向

けた現在の対応状況と、他社との比較情報をご

確認いただけます。また、VMwareのベスト プ

ラクティスに基づく推奨事項と次のステップも

記載しています。アセスメントを開始するには、

http://getcloudready.vmware.com/

CRSA/ja/cloud/ にアクセスしてください。

“Your Cloud.”  
ITの進化を加速し、 

ビジネスを加速する 

1 AbsolutData 社、“Business-Agility Survey”、2011 年 2月

2 McKinsey & Company 社、“Business Agility Framework”、2011 年

3 ガートナー 社、“Magic Quadrant for Cloud Infrastructure as a Service and Web Hosting”、 
Lydia Leong および Ted Chamberlin 著、2010 年 12 月

4 IDG 社、“CIO Global Cloud Computing Adoption Survey”、2011 年 1 月

“Your Cloud.” 
ビジネス ニーズに最適なクラウ
ド モデルを導入可能 

実績のあるソリューション 
全世界で 25 万社以上が VMware 
ソリューションを活用 

革新的なアプローチ 
既存の ITリソースを活用しなが
らビジネスを加速 

相互運用性 
プライベート クラウドとパブリック 
クラウド間でワークロードをシー
ムレスに移行させながら、エン
タープライズ ハイブリッド クラウド
のメリットを余すところなく活用 

オープン スタンダード 
柔軟性と自由な選択肢を可能に
するオープン スタンダードに基
づくソリューション 

広範なエコシステム 
25,000社以上のテクノロジー 
パートナー、3,500社以上のクラ
ウド サービス プロバイダを通し
てビジネス ニーズを満たすこと
が可能 

VMware を選択する理由
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